
第３部　

東日本大震災 
津波と復興

第
３
部



　１　「安全」の確保（防災のまちづくり、交通ネットワーク） 第
３
部 

東
日
本
大
震
災
津
波
と
復
興

資料:県復興防災部「いわて復興ウォッチャー調査」

※　鉄道路線（沿岸）…�JR八戸線（角の浜〜久慈:35.4㎞）、JR大船渡線（盛〜陸前矢作:26.2㎞）、�
三陸鉄道リアス線（盛〜久慈:163㎞）�
総延長224.6㎞

資料:東日本旅客鉄道（株）盛岡支社、三陸鉄道（株）、県復興局「いわて復興レポート2019」

表１　復興道路の整備状況（令和３年12月31日現在）

路線名 事業化延長
（㎞）

供用中 工事中
延長（㎞） 率（%） 延長（㎞） 率（%）

三陸沿岸道路 213 213 100 0 0
東北横断自動車道釜石秋田線 80 80 100 − −
宮古盛岡横断道路 66 66 100 − −

計 359 359 100 0 0
以上資料:県復興防災部「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス」

災害に強い安全なまちづくりが進む
■　災害に強い安全なまちづくりは「達成」との回答が上昇傾向
　いわて復興ウォッチャー調査（令和5年（2023年）1月実施）によると、「災害に強い安全
なまちづくりの達成度」について、達成（「達成した」+「やや達成した」）と感じる人の割合は
77.5%、未達成（「達成していない」+「あまり達成していない」）と感じる人の割合は7.5%となっ
ています。
　平成24年（2012年）2月の調査開始以降、未達成の割合が達成を上回る状況が続いていまし
たが、平成27年（2015年）2月調査において達成の割合が未達成を上回り、以降においても達
成と感じる人の割合は上昇傾向にあります（図1）。

■　まちづくり（面整備）の進捗率は100%、海岸保全施設整備は99.6%
　復興実施計画に基づくまちづくり（面整備）事業における宅地の完成区画数は令和2年（2020
年）12月末に7,472区画となり、宅地供給予定区画数7,472区画に対する進捗率は100%となり
ました（図2）。
　また、海岸保全施設の令和5年（2023年）3月末の整備済総延長は76.5kmで、要整備区間
総延長76.8㎞に対する整備率は99.6%となっています（図3）。

■　交通ネットワークの整備が進む
　復興道路に位置づけられた本県内の高規格幹線道路3路線（三陸沿岸道路、東北横断自動車道
釜石秋田線、宮古盛岡横断道路）計359kmは、令和3年（2021年）12月に全線供用開始され
ました（表1）。
　一方、鉄道に関しては、三陸鉄道は平成26年（2014年）4月に全線運行再開しました。JR
山田線（宮古〜釜石）は、路線バスによる振替輸送が行われていましたが、主な工事が完了し、
平成31年（2019年）3月から移管区間の南北を走る北リアス線南リアス線と合わせ、盛〜久慈
間163㎞が新たに三陸鉄道リアス線として運行を開始しました。また、JR大船渡線（気仙沼〜
盛）は、バス高速輸送システム（BRT）により本格復旧することについて、平成27年（2015年）
12月に国、沿線自治体及び鉄道事業者の間で合意され、同システムが運行されています（図4）。
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被災者の生活は「回復」が「未回復」を大幅に上回る
■　災害公営住宅がすべて完成
　沿岸12市町村、遠野市及び住田町に建設された応急仮設住宅の入居戸数は、令和3年（2021年）3月末時点で0戸と
なりました（図1）。
　また、令和2年（2020年）12月末時点における災害公営住宅の完成戸数は5,833戸（県整備2,827戸、市町村整備3,006
戸）となっており、建設予定戸数5,833戸（県整備2,827戸、市町村整備3,006戸）すべて完成しました（表1）。

■　沿岸部の有効求人倍率は1倍を下回る
　沿岸部の公共職業安定所管内（注）の有効求人倍率（原数値）は、東日本大震災津波（以下「震災」という。）前は0.3 〜 0.6
倍の範囲で推移していましたが、震災後は、平成23年（2011年）4月の0.24倍を底として、復興需要の本格化とともに
上昇し始めました。平成24年（2012年）7月以降は、1.0倍を上回って推移してきたものの、令和2年（2020年）以降
は1.0倍を下回る月もあり、低下傾向にあります。なお、令和5年（2023年）12月は0.98倍となりました（図2）。

■　被災者の生活は「回復」が「未回復」を大幅に上回る
　いわて復興ウォッチャー調査（令和5年（2023年）1月実施）によると、「被災者の生活の回復度」について、回復（「回
復した」+「やや回復した」）と感じる人の割合は86.8%、未回復（「回復していない」+「あまり回復していない」）と感
じている人の割合は0.8%となっています。平成24年（2012年）2月の調査開始以降、回復の割合は増加傾向にあり、令
和5年1月時点で未回復の割合を86.0ポイント上回っています（図3）。

■　介護施設等定員数は震災前を上回る
　沿岸12市町村の医療提供施設（病院・診療所、薬局）は、340施設中の180施設が被災しました（表2）。令和3年（2021
年）3月末現在で業務を行っているのは、病院・診療所211ヶ所（平成23年（2011年）3月比87.9%）、薬局96ヶ所（同
96.0%）となりました（図4）。
　また、沿岸12市町村及び住田町の介護施設等定員数は、令和5年（2023年）3月1日現在で4,679人（同124.1%）
と増加傾向となっています（図5）。

資料:�県復興防災部「いわて復興インデックス報告書」、同「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス�
（令和4年2月）」（図1）、県県土整備部「災害公営住宅の整備状況について」（表1）

以上資料:県復興防災部「いわて復興インデックス報告書」、
　　　　　同「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス」

資料:岩手労働局

資料:県復興防災部「いわて復興ウォッチャー調査」（図3）、
　　　県保健福祉部「医療提供施設の被害及び再開状況（令和2年3月）」（表2）

表１　災害公営住宅の整備状況
（令和2年12月末現在）

市町村名 整備着手戸数（県事業） 整備着手戸数（市町村事業）
完成済 完成済

洋野町 － － 4 4
久慈市 － － 11 11
野田村 26 26 74 74

田野畑村 － － 63 63
岩泉町 － － 51 51
宮古市 349 349 417 417
山田町 297 297 343 343
大槌町 413 413 463 463
釜石市 373 373 943 943

大船渡市 511 511 290 290
陸前高田市 626 626 269 269
内陸６市 232 232 78 78

計 2,827 2,827 3,006 3,006
※　普代村は建設予定なし

表２　沿岸部の医療提供施設の被害状況
既存

施設数 全壊 大規模
半壊 半壊 一部

損壊 合計

①病院 19 3 0 0 10 13

②診療所 112 30 5 6 13 54

③歯科
　診療所 109 37 9 2 12 60

計
（①〜③） 240 70 14 8 35 127

④薬局 100 37 5 9 2 53

合計
（①〜④） 340 107 19 17 37 180
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　以上資料:県復興防災部「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス(令和元年5月)」

※　統合による復旧を含む。

資料:県復興防災部「令和5年岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調査」

資料:県復興防災部「岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調査」

資料:県復興防災部「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス（令和5年5月）」

※　数値は令和元年度〜令和4年度は3月1日現在、令和5年度は1月1日現在。
資料:県ふるさと振興部「被災市町村人材確保状況（東日本大震災津波関係）」

令和5年度は沿岸4市町に応援職員30人を派遣
■　沿岸市町村における被災した学校施設の復旧率は平成31年3月末時点で98.9%
　東日本大震災津波により被災した県内の学校施設は合計で438校（県立73校、市
町村立328校、私立37校）に上り、そのうち沿岸市町村に所在する学校は95校（県
立19校、市町村立67校、私立9校）となっています。平成31年（2019年）3月
末時点の学校復旧率は98.9%（沿岸市町村の県立学校と市町村立学校で100.0%、
私立学校で88.9%）と、内陸市町村は全ての学校が復旧しています（表1、図1）。
　また、県では被災した児童生徒へのきめ細かな支援及び学校復興のため、被災地
学校等への継続的な教職員の加配を行っており、令和5年（2023年）3月末時点
では478人（小中学校324人、県立学校154人）の加配が行われています（表2）。

■　地域コミュニティ活性化は「進んでいる」が「遅れている」を上回る
　令和5年（2023年）岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調査に
よると、被災地域のコミュニティ活動（自治会、町内会など）の活性化は、進んで
いる（「進んでいる」+「やや進んでいる」）との回答が県全体で18.2%、沿岸部（沿
岸12市町村）で20.5%となっており、遅れている（「遅れている」+「やや遅れて
いる」）との回答（県全体で12.6%、沿岸部で13.6%）を上回っています（図2）。

■　令和5年度は沿岸4市町に応援職員30人を派遣
　令和5年（2023年）岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調査に
よると、被災した市町村の行政機能の回復に対し、重要(「重要である」+「やや重
要である」)と回答した割合は、県全体で83.3%、沿岸部で80.4%となっています
（図3）。
　また、県では、被災市町村の行政機能回復や復興事業への対応を目的として、県
内外の自治体から被災市町村への職員派遣（被災市町村採用任期付職員等を含む）
など、人材確保に関する調整を行っており、令和5年度は、沿岸4市町に30人の応
援職員が派遣されています（表3）。

表１　学校施設の復旧状況
（平成31年３月31日現在）

被災校 復旧済

復旧工事未完了

復旧率
自 校 校 舎
以外で再開

（う ち 仮 設
校 舎）

県立学校 73 73 0 0 100.0%
（うち沿岸部） 19 19 0 0 100.0%
市町村立学校※ 328 328 0 0 100.0%

（うち沿岸部）※ 67 67 0 0 100.0%
私立学校 37 36 1 0 97.3%

（うち沿岸部） 9 8 1 0 88.9%
合計 438 437 1 0 99.8%

（うち沿岸部） 95 94 1 0 98.9%

表2　被災地学校等への教職員配置事業（令和5年3月末現在）
R1 〜 R4年度計画値 実績値 計画に対する進捗率

小中学校への教職員加配 319人 324人 101.6%
県立学校への教職員加配 157人 154人 98.1%

表３　被災市町村への職員派遣の状況
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

野田村
必要数 10 2 2 － －

大槌町
必要数 82 58 11 5 8

派遣者数 10 2 2 － － 派遣者数 80 58 11 3 6
充足率 100% 100% 100% － － 充足率 98% 100% 100% 60% 75%

田野畑村
必要数 19 17 － － －

釜石市
必要数 107 72 3 2 4

派遣者数 17 17 － － － 派遣者数 94 72 3 2 3
充足率 89% 100% － － － 充足率 88% 100% 100% 100% 75%

岩泉町
必要数 4 2 － － 1

大船渡市
必要数 26 18 2 － －

派遣者数 4 2 － － 1 派遣者数 26 18 2 － －
充足率 100% 100% － － 100% 充足率 100% 100% 100% － －

宮古市
必要数 18 14 4 － －

陸前高田市
必要数 114 98 36 28 21

派遣者数 18 14 4 － － 派遣者数 111 98 36 27 20
充足率 100% 100% 100% － － 充足率 97% 100% 100% 96% 95%

山田町
必要数 42 26 9 1 －

計
必要数 422 307 67 36 34

派遣者数 39 26 8 1 － 派遣者数 399 307 66 33 30
充足率 93% 100% 89% 100% － 充足率 95% 100% 99% 92% 88%
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以上資料：�県復興防災部「復興実施計画における主な取組の進捗状況」、同「いわて復興インデックス報
告書（平成29年5月）」

以上資料：�農林水産省「被災農業経営体・漁業経営体の経営復興状況定点調査」
　　　　　　�※1　�平成25年までの調査結果において、農産物販売収入が震災前水準を上回った経営体である。
　　　　　　�※2　�平成25年までに営農を再開した経営体であって、農産物販売収入が震災前の水準に達していない経営

体を対象に、平成25年値〜平成27年値を集計したもの。
　　　　　　�※3　宮城県、福島県、岩手県の平均

以上資料：�農林水産省「被災農業経営体・漁業経営体の経営復興状況定点調査」
　　　　　　�※１　�平成25年までに漁業を再開した経営体であって、水産物販売収入が震災前の水準に達していない経営

体を対象に、平成25年値～平成27年値を集計したもの。
　　　　　　�※２　青森県、宮城県、岩手県の平均
　　　　　�県復興防災部「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス（令和3年5月）」

※　平成25年までの調査結果において、水産物販売収入が震災前水準を上回った経営体である。
以上資料：�県復興防災部「いわて復興インデックス」、同「主な取組の進捗状況いわて復興インデックス

（令和5年5月）」、農林水産省「被災農業経営体・漁業経営体の経営復興状況定点調査」

震災後、稼働可能な漁船数は一時1万隻超まで回復
■　震災後、稼働可能な漁船数は一時1万隻超まで回復
　東日本大震災津波（以下「震災」という。）により、多くの漁業生産の根幹である漁船や、養
殖業の基盤である養殖施設等が甚大な被害を受けたことから、本県では平成23年度（2011年
度）から平成27年度（2015年度）まで漁業協同組合を核とした漁船・養殖施設など生産手段
の一括整備を支援しました。震災により漁船約13,000隻が被災しましたが、平成29年（2017
年）3月末時点で県の補助事業による新規登録漁船数は6,485隻であり、被災を免れた漁船等
を含めて10,000隻を超える漁船（注）が稼働可能な状況となりました（図1）。また、養殖施
設整備台数は17,428台となっています（図2）。
（注）�令和3年12月31日現在の岩手県の登録漁船数は、9,538隻（出典：令和4年度版「岩手県水産業

の指標」）

■　産地魚市場水揚量は震災前の過去3年平均に対して49.9%
　令和4年度（2022年度）の産地魚市場水揚量は84,668トンとなっており、震災前の過去3
年平均に対して49.9%となりました（図3）。
　また、被災農業経営体・漁業経営体の経営復興状況定点調査によると、震災で津波被害を受
けた経営体（漁業）のうち再開の意思のある75経営体の平成27年（2015年）の状況は、水産
物販売収入が震災前を上回ったのが36経営体でした（図4）。
　また、平成25年（2013年）までに販売収入が震災前の水準に達しなかった経営体の平成27
年の経営水準（平成22年=100）は、水産物販売収入が71、漁業所得（注）が82でした。なお、
3県平均（青森県、宮城県、岩手県）の水産物販売収入は76、漁業所得は91でした（図5）。
（注）漁業所得：水産物販売収入から漁業に係る現金支出を控除したもの

■　すべての被災農地が復旧
　被災した沿岸市町村の復旧対象農地のうち、令和元年（2019年）6月末時点で542haが復
旧済となっており、復旧対象農地面積の進捗率は、100%に達しました（図6）。
　また、被災農業経営体・漁業経営体の経営復興状況定点調査によると、震災で津波被害を受
けた経営体（農業）のうち、再開の意思のある59経営体の平成27年（2015年）の状況は、農
産物販売収入が震災前を上回ったのが20経営体でした（図7）。
　平成25年までに販売収入が震災前の水準に達しなかった経営体の平成27年の経営水準（平
成22年=100）は、農産物販売収入が80、農業所得（注）が64でした。なお、3県平均（宮
城県、福島県、岩手県）の農産物販売収入は65、農業所得は77でした（図8）。
（注）農業所得：農産物販売収入から農業に係る現金支出を控除したもの
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以上資料:県復興防災部「令和5年岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調査」 資料:県商工労働観光部「岩手県観光統計概要」

※　製造業は水産加工業を含まない数値
以上資料:県復興防災部「令和元年度産業復興状況調査結果」

沿岸の観光入込客数は3年ぶりに増加
■　「商店街の再開・整備」について、県全体で「進んでいる」が「遅れている」を上回る
　令和5年（2023年）岩手県の東日本大震災津波からの復興に関する意識調査によると、「商店街の再開・整備」について「重
要」（「重要である」+「やや重要である」）との回答が県全体で79.4%、沿岸部で78.6%となっています。一方、「商店街の
再開・整備」の進捗状況については、県全体では「進んでいる」（「進んでいると感じる」+「やや進んでいると感じる」）の
割合が22.7%で、「遅れている」（「やや遅れていると感じる」+「遅れていると感じる」）の割合19.2%を上回っており、沿
岸部でも「進んでいる」が23.5%となり、「遅れている」の21.8%を上回りました（図1、2）。

■　沿岸市町村の被災事業所の8割以上が事業を再開
　令和元年度（2019年度）産業復興状況調査によると、令和元年8月1日現在の沿岸12市町村の被災事業所の事業再開状
況（推計※）は、再開済の事業所（一部再開済を含む）が85.6%、廃業した事業所が13.8%となっています。業種別にみる
と、再開済の事業所の割合が最も高いのは建設業で97.3%、最も低いのは卸売・小売業で82.7%となっています（図3）。
　また、沿岸12市町村の各商工団体の回答によると、前年度と比較した売上（業績）の状況は、全ての業種区分において「伸
びている（5割以上の事業者の業績が伸びている）」と回答した商工団体より、「伸びていない（5割未満の事業者の業績が
伸びている）」と回答した商工団体が多いという結果になっています。業種別にみると、「業績が伸びている」と回答した商
工団体は、多いところから建設業で5団体、製造業で4団体、宿泊業で3団体などとなっています（図4）。
※�　平成30年度まで実施していた「被災事業所復興状況調査」において回答のあった2,507事業所のうち、「事業再開状況」
の設問で「再開予定」又は「検討中」と回答していた111事業所について、現在の状況を各商工団体から確認し、平成
30年度に実施した「第12回被災事業所復興状況調査」の結果をもとに、再開状況を推計したもの。
　�　なお、前回調査までに「再開・一部再開済」と回答したことのある事業所については、「再開・一部再開済」として
集計している。

■　沿岸の観光入込客数は3年ぶりに増加
　本県の観光入込客数は、震災後の平成23年（2011年）には、沿岸12市町村で平成22年（2010年）の約3分の1の272
万人回に、内陸市町村で約7%減の1,999万人回に落ち込みました。
　令和4年（2022年）の本県の観光入込客数をみると、沿岸市町村では、前年比116.6%の499万人回と3年ぶりの増加
となりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、震災前の約68%の水準となりました。内陸市町村でも、前年比
117.8%の1,334万人回と4年ぶりの増加となりましたが、震災前の約62%となっています（図5）。
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沿岸→県外　750人
⎧沿岸→県外　3,155人⎫
⎩県外→沿岸　2,405人⎭

資料:（株）日本政策投資銀行、県復興防災部、消防庁

※　各市町村の計測震度は、当該市町村内で最大値を観測した地点の数値を記載した。
資料:気象庁、県復興防災部

※1　転入・転出とも職権記載、職権消除を除いた数値を使用しているため、既に公表されている数値と異なる場合がある。
※2　沿岸…沿岸12市町村、内陸…沿岸12市町村以外の県内市町村
以上資料:県ふるさと振興部「岩手県人口移動報告年報」

※　人口・世帯数は令和5年（2023年）10月1日時点、増減数は平成22年（2010年）同月同日比。人口総数には年齢不詳を含む。

※1�　人的被害は令和6年（2024年）1月31日、住家被害は令和5年3月1日、可住地面積は平成22年（2010年）、浸
水域関連は平成23年（2011年）4月時点のデータ。負傷者数の総数には人数不明の市町村分を含む。

※2　各項目と合計の値はそれぞれ1㎢の単位で四捨五入しているため内訳の計と合計が一致しない場合がある。
資料:総務省統計局、県復興防災部、消防庁

東日本大震災津波の概要
■　東北地方太平洋沖地震及び津波の概要

発震時刻 平成23年（2011年）３月11日（金）14時46分18.1秒
震　源 三陸沖（北緯38度06.2分、東経142度51.6分）、深さ24km
規　模 マグニチュード9.0（モーメントマグニチュード）

最大震度 ７（宮城県栗原市、計測震度6.6）

本県の震度
（計測震度）

6弱 一関市（5.8）、釜石市（5.7）、矢巾町（5.7）、大船渡市（5.6）、藤沢町（5.6）、滝沢村（5.6）、
花巻市（5.5）、奥州市（5.5）

5強 盛岡市（5.4）、北上市（5.4）、遠野市（5.3）、平泉町（5.3）、普代村（5.3）、八幡平市（5.2）、
金ケ崎町（5.2）、山田町（5.1）、住田町（5.1）、宮古市（5.0）

5弱 二戸市（4.9）、紫波町（4.9）、野田村（4.9）、一戸町（4.8）、岩手町（4.7）、久慈市（4.6）、
軽米町（4.6）、雫石町（4.6）、葛巻町（4.5）

4 九戸村（4.4）、西和賀町（4.3）、洋野町（4.2）、岩泉町（4.2）、田野畑村（3.9）

本県の
津波の状況

波高
（観測値）

宮古：8.5m以上（11日15時26分）、大船渡：8.0m以上（11日15時18分）、
釜石：4.2m以上（11日15時21分）

波高
（推定値） 宮古：7.3m、大船渡：11.8m、釜石：9.3m

最大浸水高 18.3m（釜石市両石湾）
最大遡上高 40.1m（大船渡市三陸町綾里南側湾口）
浸水面積 58㎢（およそ東京ドーム1,241個分）

余震活動の状況 震度１以上を観測した地震：12,082回（うち震度４以上：351回）
（平成28年（2016年）３月11日まで）

■　本県の被害の概要
被　害　の　区　分 被　害 備　考

人的被害

死者数 5,145人 震災関連死471人含む、令和6年1月31日現在
行方不明者数 1,107人 認定死亡者1,098名含む、令和6年1月31日現在
負傷者数 210人 一部把握できない市町村あり、令和6年1月31日現在
避難者数（ピーク時） 54,429人 平成23年3月13日時点（同年10月7日に全避難所閉鎖）

家屋被害 全・半壊 26,079棟 住家のみ、令和5年3月1日現在

ライフライン
被害

停電 約76万戸 平成23年5月28日復旧完了
ガス供給停止 約9,400戸 平成23年4月26日復旧完了
断水 約18万戸 平成23年7月12日復旧完了

電話不通 約6万6,000回線 平成23年4月17日復旧完了（加入者宅と通信ビル間の
回線切断等により、利用できない場合がある）

産業被害
（推計）

農林業被害 984億円 農地・農業用施設639億円、農業施設29億円等
林業施設221億円、森林60億円等

水産業・漁港被害 5,649億円 漁港4,527億円、漁船338億円、水産施設等366億円等

工業（製造業）被害 890億円
津波による流出・浸水被害の推定額であり、地震による
被害は含めていない商業（小売・卸売業）被害 445億円

観光業（宿泊施設）被害 326億円
計 8,294億円

公共土木
施設被害

河川・海岸・道路等施設被害 2,018億円 海岸695億円、道路183億円、河川943億円、下水道
139億円等

公園施設被害 65億円 4箇所
港湾関係施設被害 442億円
計 2,525億円

推計資本
ストック被害

生活・社会インフラ 2兆4,000億円
住宅 6,290億円
製造業 2,550億円
その他 9,920億円

計 4兆2,760億円 推定資本ストック合計（33兆8,180億円）に対する被
害率12.6%（沿岸部の被害率は47.3%）

■　沿岸市町村別の被害状況
死者数
（人）

行方
不明者数
（人）

負傷者数
（人）

浸水範囲
面積

（㎢）
※2

可住地
面積

（㎢）

推定浸水
域にかか
る人口
（人）

推定浸水
域にかか
る世帯数
（世帯）

全壊
住家数
（棟）

半壊
住家数
（棟）

一部破損
住家数
（棟）

洋野町 0 0 0 1 62 2,733 932 10 16 40
久慈市 3 2 10 4 79 7,171 2,553 65 213 339
野田村 39 0 19 2 11 3,177 1,069 311 168 36
普代村 0 1 4 1 10 1,115 380 0 0 0
田野畑村 17 15 8 1 21 1,582 526 225 45 11
岩泉町 10 0 0 1 79 1,137 431 177 23 8
宮古市 476 94 33 10 117 18,378 7,209 2,677 1,328 444
山田町 687 143 不明 5 26 11,418 4,175 2,762 405 202
大槌町 856 415 不明 4 24 11,915 4,614 3,579 588 208
釜石市 994 152 不明 7 52 13,164 5,235 2,957 699 1,048
大船渡市 423 79 不明 8 59 19,073 6,957 2,791 1,147 1,654
陸前高田市 1,606 201 不明 13 45 16,640 5,592 3,807 240 3,988
沿岸計 5,111 1,102 74 58 585 107,503 39,673 19,361 4,872 7,978
内陸計 34 5 136 0 3,125 0 0 147 1,699 11,088
県計 5,145 1,107 210 58 3,710 107,503 39,673 19,508 6,571 19,066

■　震災後の沿岸市町村の人口動態� （単位:人、世帯）

人口総数 世帯数増減数  年少人口（〜14歳） 生産年齢人口（15〜64歳）  老年人口（65歳〜） 増減数増減数 増減数 増減数
洋野町 14,104 －3,809 1,146 －1,146 6,697 －3,457 6,257 790 6,770 650
久慈市 30,934 －5,938 3,168 －2,043 16,078 －5,865 11,045 1,327 15,446 1,434
野田村 3,710 －922 408 －118 1,800 －913 1,497 104 1,670 92
普代村 2,289 －799 190 －166 1,038 －721 1,060 87 1,086 44
田野畑村 2,837 －1,006 254 －201 1,297 －790 1,286 －15 1,351 42
岩泉町 7,907 －2,897 627 －494 3,571 －2,028 3,687 －397 4,138 －219
宮古市 46,563 －12,867 4,280 －2,950 23,433 －10,359 18,520 157 22,734 225
山田町 13,512 －5,105 1,262 －1,067 6,713 －3,648 5,528 －399 6,446 －159
大槌町 10,320 －4,956 1,029 －720 5,162 －3,417 4,094 －854 5,280 －409
釜石市 30,066 －9,508 2,525 －1,911 15,267 －6,092 12,057 －1,715 15,802 －292
大船渡市 32,453 －8,284 2,939 －1,895 16,416 －6,843 12,747 195 14,809 －10
陸前高田市 17,288 －6,012 1,490 －1,242 8,522 －3,919 7,230 －895 7,606 －179
沿岸計 211,983 －62,103 19,318 －13,953 105,994 －48,052 85,008 －1,615 103,138 1,219
内陸計 951,041 －105,020 100,609 －34,924 518,366 －123,368 318,817 44,942 431,881 49,866
県計 1,163,024 －167,123 119,927 －48,877 624,360 －171,420 403,825 43,327 535,019 51,085

（参考）転出超過数の推移（平成21年〜）
沿岸
↓

内陸

沿岸
↓

県外

内陸
↓

県外

県内
↓

県外
H21〜H22 592 755 3,385 4,140
H22〜H23 3,327 2,360 1,681 4,041
H23〜H24 1,341 395 2,049 2,444
H24〜H25 1,197 152 2,083 2,235
H25〜H26 937 241 2,734 2,975
H26〜H27 838 617 3,446 4,063
H27〜H28 802 466 3,242 3,708
H28〜H29 1,001 652 3,113 3,765
H29〜H30 1,030 1,167 4,048 5,215
H30〜R1 901 1,295 3,075 4,370
R1〜R2 1,030 1,088 2,784 3,872
R2〜R3 1,125 1,025 1,713 2,738
R3〜R4 914 1,090 3,023 4,113
R4〜R5 823 750 3,903 4,653

（各年10月〜翌9月、単位:人）

令和4年10月〜令和5年9月
の社会動態

県内→県外　4,653人
⎧県内→県外20,208人⎫
⎩県外→県内15,555人⎭ ⎧

ｰ
⎩ー

⎧
ｰ
⎩ー

沿岸→内陸
823人

沿岸→内陸
2,564人

内陸→沿岸
1,741人

内陸→県外　3,903人
⎧内陸→県外　17,053人⎫
⎩県外→内陸　13,150人⎭
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